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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

第38期
第２四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 4,908,8505,041,4542,950,8642,543,59710,449,001

経常利益（千円） 275,602 355,917 277,539 179,713 852,544

四半期（当期）純利益（千円） 135,784 241,813 170,043 137,462 447,967

純資産額（千円） － － 3,804,8114,192,8454,056,962

総資産額（千円） － － 7,069,8647,134,7948,142,887

１株当たり純資産額（円） － － 781.35 876.55 849.19

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
27.18 51.02 34.31 29.01 91.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 53.2 58.2　 49.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
509,758 318,548 － － 924,052

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△126,515△624,726 － － △69,503

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△384,947△208,199 － － △514,438

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,892,8211,718,5852,229,476

従業員数（人） － － 658 675 629

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．従業員数は、就業人員数を表示しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について変更は

ありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 675 　

　（注）従業員数は就業人員（当社グループから外部への出向者は除き、グループ外から当社グループへの出向者は含む

ほか、常用パートを含む。）であります。なお、臨時雇用者数（季節工、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を

含み、常用パートは除く。）は、その総数が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 618 　

　（注）従業員数は就業人員（当社から外部への出向者は除き、社外から当社への出向者は含むほか、常用パートを含

む。）であります。なお、臨時雇用者数（季節工、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含み、常用パートは除

く。）は、その総数が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

ソフトウェア事業（千円） 1,468,103 101.2

パッケージ事業（千円） 357,458 94.2

システム販売事業（千円） 156,194 34.0

合計（千円） 1,981,757 86.5

　（注）１．金額は売上原価によっており、セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高
前年同四半期比
（％）

受注残高
前年同四半期比
（％）

ソフトウェア事業（千円） 1,688,675 133.8 1,005,763 106.2

パッケージ事業（千円） 522,658 102.1 510,703 83.9

システム販売事業（千円） 60,856 17.7 392,534 106.3

合計（千円） 2,272,190 107.3 1,909,001 99.1

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

ソフトウェア事業（千円） 1,687,485 94.8

パッケージ事業（千円） 644,868 123.5

システム販売事業（千円） 211,243 32.5

合計（千円） 2,543,597 86.2

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱ＣＣＣ 4,200　 0.1　 206,090 8.1

ドコモ・システムズ㈱ 194,733 6.6 199,019 7.8

㈱ダスキン 54,620　 1.9　 179,497 7.1

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４．㈱ＣＣＣは、平成21年10月１日付でカルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱を存続会社とする合併を実施

し、カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱に商号変更しております。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（１）経営成績

当第２四半期連結会計期間における、当社グループの業績は、売上高25億43百万円（前年同期比13.8％減）、営業

利益1億69百万円（同36.9％減）、経常利益1億79百万円（同35.2％減）、四半期純利益1億37百万円（同19.2％減）

となりました。なお、事業別の内訳並びに分析結果は以下のとおりとなっております。

まず、ソフトウェア事業（受注ソフトウェアの個別受託開発）につきましては、流通・サービス業及び通信業向

け開発案件は増収となりましたが、製造業及び金融業向け開発案件が減収となったこと並びに一部プロジェクトの

採算悪化の影響によって、売上高16億87百万円（同5.2％減）、営業利益26百万円（同81.0％減）となりました。

　次に、パッケージ事業（学校業務改革パッケージの販売及び関連サービス）につきましては、主要取扱い品目であ

るＰＰ（プログラム・プロダクト）販売、導入支援等の関連サービス並びにＥＵＣ（関連システムの個別受託開

発）が全て前年同期を上回る展開となり、売上高6億44百万円（同23.5％増）、営業利益1億72百万円（同358.6％

増）となりました。

　最後に、システム販売事業（ＩＴ機器の販売及び情報通信インフラの構築）につきましては、高収益の公共系案件

の受注等により、業績が第１四半期に前倒し傾向で推移したため、第２四半期のみの業績としては売上高2億11百万

円（同67.5％減）、営業損失26百万円（前年同期は営業利益91百万円）となりました。

（２）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末における資産、負債及び資本の状況につきましては、次のとおりであります。

（資産）

　流動資産の残高は55億23百万円（前連結会計年度末比9億77百万円の減）となりました。これは主として、前年度

末の売上案件の入金に伴う売掛金の減少並びに当年度期中における開発案件の仕掛品減少等の結果であります。ま

た、固定資産の残高は16億11百万円（同30百万円の減）となりました。これは主として、のれんの償却によるもので

あります。

（負債）

　流動負債の残高は16億56百万円（同10億90百万円の減）となりました。これは主として、仕入等に係る買掛金の減

少によるものであります。また、固定負債の残高は12億85百万円（同53百万円の減）となりました。これは主とし

て、長期借入金の返済によるものであります。

（純資産）

　純資産の合計残高は41億92百万円（同1億35百万円の増）となりました。これは主として、利益剰余金の増加によ

るものであります。
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　（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）の状況は、第１四半期連結

会計期末の資金残高26億74百万円より9億56百万円減少し、17億18百万円（前年の第２四半期連結会計期間末残高

は18億92百万円）となりました。

　なお、各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動によるキャッシュ・フローは、3億47百万円の支出（前第２四半期連結会計期間は97百万円の収入）と

なりました。これは主として、売上債権の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動によるキャッシュ・フローは、5億61百万円の支出（前第２四半期連結会計期間は61百万円の収入）と

なりました。これは主として、定期預金の預入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動によるキャッシュ・フローは、48百万円の支出（前第２四半期連結会計期間は2億7百万円の支出）とな

りました。これは主として、長期借入金の返済によるものであります。

　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　（５）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における研究開発費は22百万円であります。なお、同期間において、研究開発活動の

状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除去等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除去

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除去、売却等の計画は

ありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月11日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 5,103,230 5,103,230
東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株であり

ます。

計 5,103,230 5,103,230 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 5,103,230 － 917,687 － 879,325
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

株式会社ジャスト
堺市西区浜寺昭和町５－

601－１
1,298,000 25.43

日本システム技術従業員持

株会

大阪市北区中之島２－２－

７
586,240 11.49

平林　卓 堺市西区 227,220 4.45

平林　武昭 堺市西区 222,700 4.36

平林　真実 堺市西区 151,380 2.97

竹田　和平 名古屋市天白区 130,000 2.55

日本マスタートラスト信託

銀行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２－11－

３
92,700 1.82

平林　参知代 堺市西区 85,100 1.67

木村　美保 千葉県市川市 69,200 1.36

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託

口）

東京都中央区晴海１－８－

１１
56,900 1.11

計 － 2,919,440 57.21

　（注）上記のほか、自己株式が364千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  364,000 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,738,800 47,388　 同上

単元未満株式 普通株式        430 － 同上

発行済株式総数 5,103,230 － －

総株主の議決権 － 47,388 －

　（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式77株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本システム技術

株式会社

大阪市北区中之島

二丁目２番７号
364,000 － 364,000 7.13

計 － 364,000 － 364,000 7.13

　（注）上記のほか、当社所有の単元未満自己株式77株があります。　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 589 676 815 864 860 819

最低（円） 530 566 676 776 812 753

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日

をもって、有限責任監査法人トーマツとなりました。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,030,316 2,801,068

受取手形及び売掛金 1,719,339 2,439,573

商品及び製品 187,639 418,288

仕掛品 279,697 408,201

原材料及び貯蔵品 2,052 2,001

繰延税金資産 198,514 262,394

その他 107,455 172,273

貸倒引当金 △1,485 △2,494

流動資産合計 5,523,529 6,501,308

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 330,305 328,809

減価償却累計額 △225,817 △220,886

建物及び構築物（純額） 104,487 107,922

土地 142,361 142,361

その他 157,575 166,650

減価償却累計額 △124,650 △129,331

その他（純額） 32,924 37,319

有形固定資産合計 279,774 287,603

無形固定資産

のれん 131,465 164,332

ソフトウエア 30,554 21,345

その他 6,818 6,818

無形固定資産合計 168,838 192,495

投資その他の資産

投資有価証券 354,709 360,654

繰延税金資産 331,869 324,737

差入保証金 243,789 243,489

その他 ※1
 286,244

※1
 286,560

貸倒引当金 △53,961 △53,961

投資その他の資産合計 1,162,651 1,161,479

固定資産合計 1,611,264 1,641,579

資産合計 7,134,794 8,142,887
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 345,426 1,240,386

短期借入金 10,458 9,706

1年内返済予定の長期借入金 180,000 180,000

未払法人税等 135,859 341,294

賞与引当金 390,141 489,229

役員賞与引当金 11,748 23,785

その他 583,193 462,832

流動負債合計 1,656,827 2,747,235

固定負債

長期借入金 180,000 270,000

退職給付引当金 783,779 759,007

役員退職慰労引当金 316,245 304,308

繰延税金負債 2,769 3,051

その他 2,326 2,323

固定負債合計 1,285,121 1,338,689

負債合計 2,941,948 4,085,924

純資産の部

株主資本

資本金 917,687 917,687

資本剰余金 879,325 879,325

利益剰余金 2,641,247 2,517,912

自己株式 △266,460 △266,460

株主資本合計 4,171,799 4,048,464

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,123 △12,823

為替換算調整勘定 △8,593 △11,182

評価・換算差額等合計 △17,717 △24,006

少数株主持分 38,763 32,504

純資産合計 4,192,845 4,056,962

負債純資産合計 7,134,794 8,142,887
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 4,908,850 5,041,454

売上原価 3,798,144 3,918,277

売上総利益 1,110,706 1,123,176

販売費及び一般管理費 ※1
 848,969

※1
 783,958

営業利益 261,737 339,218

営業外収益

受取利息 6,878 5,831

受取配当金 2,411 2,148

賃貸収入 8,108 9,280

その他 7,863 9,136

営業外収益合計 25,262 26,396

営業外費用

支払利息 5,427 3,432

賃貸費用 5,182 4,767

その他 785 1,496

営業外費用合計 11,396 9,696

経常利益 275,602 355,917

特別利益

投資有価証券売却益 － 75,499

貸倒引当金戻入額 1,164 1,187

特別利益合計 1,164 76,686

税金等調整前四半期純利益 276,767 432,604

法人税等 ※2
 133,405

※2
 187,281

少数株主利益 7,578 3,509

四半期純利益 135,784 241,813
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,950,864 2,543,597

売上原価 2,290,117 1,981,757

売上総利益 660,746 561,840

販売費及び一般管理費 ※1
 392,040

※1
 392,274

営業利益 268,706 169,565

営業外収益

受取利息 6,178 4,004

受取配当金 206 17

賃貸収入 2,801 4,107

その他 5,423 6,444

営業外収益合計 14,609 14,574

営業外費用

支払利息 2,764 1,643

賃貸費用 2,406 1,786

その他 605 995

営業外費用合計 5,776 4,426

経常利益 277,539 179,713

特別利益

投資有価証券売却益 － 75,499

貸倒引当金戻入額 35 －

特別利益合計 35 75,499

税金等調整前四半期純利益 277,574 255,213

法人税等 ※2
 104,854

※2
 115,258

少数株主利益 2,676 2,491

四半期純利益 170,043 137,462
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 276,767 432,604

減価償却費 14,194 16,127

ソフトウエア償却費 2,955 4,327

のれん償却額 32,866 32,866

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,062 △99,088

退職給付引当金の増減額（△は減少） 47,810 24,772

受取利息及び受取配当金 △9,290 △7,979

支払利息 5,427 3,432

投資有価証券売却損益（△は益） － △75,499

売上債権の増減額（△は増加） 697,194 720,412

前受金の増減額（△は減少） 89,130 126,287

たな卸資産の増減額（△は増加） △121,191 359,134

仕入債務の増減額（△は減少） △338,844 △895,208

その他 △39,399 9,671

小計 656,558 651,861

利息及び配当金の受取額 8,737 7,874

利息の支払額 △5,960 △4,294

法人税等の支払額 △149,576 △336,892

営業活動によるキャッシュ・フロー 509,758 318,548

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △100,957 △738,404

有形固定資産の取得による支出 △3,293 △6,840

ソフトウエアの取得による支出 － △13,624

投資有価証券の取得による支出 △81,770 －

投資有価証券の売却による収入 － 88,270

保険積立金の取崩による収入 63,696 49,174

その他 △4,190 △3,300

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,515 △624,726

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △7,328 279

長期借入金の返済による支出 △90,000 △90,000

自己株式の取得による支出 △161,739 －

配当金の支払額 △125,880 △118,478

財務活動によるキャッシュ・フロー △384,947 △208,199

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,224 3,486

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,929 △510,891

現金及び現金同等物の期首残高 1,900,751 2,229,476

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,892,821

※1
 1,718,585
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 受注製作ソフトウェアに係る収益及び原価の計上基準の変更

　  受注製作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、検収

基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会

計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１

四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した契

約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる契約（工期がごく短く金額的重要性が乏しい契約を除

く）については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を、その他の契約については検収基準を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は107,674千円増加

し、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、そ

れぞれ22,279千円増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第２四半期連結累計期間において、無形固定資産の「その他」に含めて表示しておりました「ソフトウエア」は、

前連結会計年度末にＥＤＩＮＥＴへのＸＢＲＬ導入に伴い、連結財務諸表への比較可能性を向上させるため、「ソフ

トウエア」「その他（無形固定資産）」に区分掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間の無形固定資産

の「その他」に含まれる「ソフトウエア」は13,295千円であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「投資有価証

券の取得による支出」については、当第２四半期連結累計期間において、金額的重要性が乏しくなったため「その

他」に含めております。なお、当第２四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「投資有価証券の取得による支

出」は596千円であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　投資その他の資産(その他:賃貸用不動産)の減価償却

累計額は、171,492千円であります。

※１　投資その他の資産(その他:賃貸用不動産)の減価償却

累計額は、169,337千円であります。

　２　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結してお

ります。これら契約に基づく当第２四半期連結会計期

間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

　２　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結してお

ります。これら契約に基づく当連結会計年度末の借入

未実行残高は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 400,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 400,000千円

貸出コミットメントの総額 500,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 500,000千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

賃金給料及び諸手当 295,219千円

賞与引当金繰入額 79,677千円

役員賞与引当金繰入額 11,748千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,909千円

退職給付費用 18,719千円

研究開発費 45,110千円

賃金給料及び諸手当 297,591千円

賞与引当金繰入額 64,669千円

役員賞与引当金繰入額 11,748千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,084千円

退職給付費用 18,393千円

研究開発費 24,178千円

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

賃金給料及び諸手当 124,965千円

賞与引当金繰入額 42,134千円

役員賞与引当金繰入額 5,874千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,659千円

退職給付費用 7,924千円

研究開発費 17,960千円

賃金給料及び諸手当 135,351千円

賞与引当金繰入額 35,024千円

役員賞与引当金繰入額 5,874千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,130千円

退職給付費用 8,137千円

研究開発費 22,121千円

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 2,567,605千円

預入期間が３ヵ月を超える

定期預金
 △674,784千円

現金及び現金同等物 1,892,821千円
　

現金及び預金勘定 3,030,316千円

預入期間が３ヵ月を超える

定期預金
△1,311,731千円

現金及び現金同等物 1,718,585千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　5,103,230株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　364,077株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月13日

取締役会
普通株式 118,478 25平成21年３月31日平成21年６月３日利益剰余金 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
ソフトウェ
ア事業
（千円）

パッケージ
事業
（千円）

システム販売
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

１．外部顧客に対する売上高 1,779,211522,367649,2842,950,864 － 2,950,864

２．セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,850 1,334 － 4,184△4,184 －

計 1,782,061523,702649,2842,955,048△4,1842,950,864

営業利益 137,02037,648 91,534266,2042,502268,706

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
ソフトウェ
ア事業
（千円）

パッケージ
事業
（千円）

システム販売
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

１．外部顧客に対する売上高 1,687,485644,868211,2432,543,597 － 2,543,597

２．セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 2,739 2,739△2,739 －

計 1,687,485644,868213,9822,546,336△2,7392,543,597

営業利益又は営業損失（△） 26,023172,651△26,683171,991△2,425169,565
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前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
ソフトウェ
ア事業
（千円）

パッケージ
事業
（千円）

システム販売
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

１．外部顧客に対する売上高 3,144,656877,981886,2124,908,850 － 4,908,850

２．セグメント間の内部売上高

又は振替高
5,700 2,411 － 8,111△8,111 －

計 3,150,356880,393886,2124,916,962△8,1114,908,850

営業利益 167,97163,154 25,606256,7335,004261,737

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
ソフトウェ
ア事業
（千円）

パッケージ
事業
（千円）

システム販売
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

１．外部顧客に対する売上高 3,077,628958,6941,005,1315,041,454 － 5,041,454

２．セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 7,623 7,623△7,623 －

計 3,077,628958,6941,012,7555,049,078△7,6235,041,454

営業利益 114,901214,505 9,659339,066 152 339,218

　（注）１．事業区分の方法

　事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品は次のとおりであります。

事業区分 主要製品

ソフトウェア事業 ①ビジネスアプリケーション分野

生産管理、販売管理、会計、統合ＯＡ、金融、証券、物流等のシステム開発

②エンジニアリングアプリケーション分野

携帯電話等組込みソフトウェア、移動体通信、自動車設計、構造解析、自動倉庫等の

システム開発

③イベントアプリケーション分野

スポーツ競技記録計測、プロ野球公式記録集計(ＢＩＳ)、スタジアム内映像表示装

置制御等のシステム開発 

④アウトソーシングサービス

コンピュータルームの運営、基幹システムの一括運営管理及びシステム保守等の

サービス

パッケージ事業 　大規模大学版ＥＲＰ「ＧＡＫＵＥＮ　ＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ　ＥＸ」シリーズ、学校

事務支援統合システム「ＧＡＫＵＥＮ　ＥＸ」シリーズ、大学向け統合型Ｗｅｂサー

ビスシステム「ＧＡＫＵＥＮ　ＵＮＩＶＥＲＳＡＬ　ＰＡＳＳＰＯＲＴ　ＥＸ」の開

発、販売等

システム販売事業 　コンピュータ、ネットワーク機器、ソフトウェア・パッケージ等の販売及び保守、大

学向けシステムソリューションの提供、情報通信ネットワークの構築等
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３．会計処理の方法の変更

前第２四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益

がパッケージ事業で16百万円減少しております。

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(2）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。

当第２四半期連結累計期間

（受注製作ソフトウェアに係る収益及び原価の計上基準の変更）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契

約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しておりま

す。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高がソフトウェア

事業で84,704千円、パッケージ事業で22,970千円、それぞれ増加しております。また、営業利益はソフトウェ

ア事業で11,061千円、パッケージ事業で11,218千円、それぞれ増加しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 876円55銭 １株当たり純資産額 849円19銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 27円18銭 １株当たり四半期純利益金額 51円02銭

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。

　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 135,784 241,813

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 135,784 241,813

普通株式期中平均株式数（株） 4,995,485 4,739,153

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 34円31銭 １株当たり四半期純利益金額 29円01銭

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。

　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 170,043 137,462

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 170,043 137,462

普通株式期中平均株式数（株） 4,956,240 4,739,153

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月４日

日本システム技術株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中西　清　　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本システム技術株

式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本システム技術株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月４日

日本システム技術株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中西　清　　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本システム技術株

式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本システム技術株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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